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異年齢集団学習・活動の実践 －世代を越えて学び合い、心を受け継ぐ－ 

２年生の国語の単元で「そうだんにのってください」という話す・聞く力を伸ばす学習があります。この単

元を活用して、２年生が日頃の自分たちの悩みや困りごとを学習カードに整理し、それを６年生の先輩たち

に相談しにいきました。 

「ルールを守らない人に注意する時はどうしたらよいですか？」「家で宿題をうまく進めるにはどうしたら

よいですか？」など、自分たちなりにどうしたらよいか困っていることがたくさんあるようです。 

それを聞いた６年生も一生懸命にアドバイスします。「最初からきつく注意すると余計に聞いてくれないの

で、やさしく伝えるのが大切だと思うよ。」「宿題は自分で時間を決めて、どこまで集中できるか考えなが

ら」など、大人顔負けの回答をしていて、大変感心しました。 

悩みを相談する２年生にもたくさん学ぶことがありますが、回答する６年生も、話を聞いてすぐに自分の判

断力や即興性、分かりやすく伝える表現力・語彙力も問われる有意義な学習活動となりました。 

さらに、この日は中３生による「朝の本の読み聞かせ」活動がありました。中３の生徒たちが分担して各ク

ラスに入り、自分たちで考えて選んだ絵本などを、小学部をはじめとする他の学年の後輩たちに読みます。

今日まで本を選んだり読む練習をしたりと、がんばって準備をしてくれました。 

読んでもらった後輩たちからもお礼の言葉があり、中３の生徒たちもやりきって満足した気持ちとホッとし

た安堵の気持ちが沸き上がってきた様子でした。 

こうした異年齢集団学習は、世代を越えて学び合い、その心も受け継がれるものだと考えます。補習校と

して、こうした異年齢での交流や関わりを大切にしていきたいです。 

 
 
 
 

 

 

 

ベゴニア
～「わかった」「できた」「来てよかった」 

の笑顔あふれる補習校～ 

〇〇月〇〇日（〇）の朝の９時から全校朝会を予定していますが、その際、今年度に発行

予定の全校文集に掲載する全校児童生徒の全体写真撮影を行います。時間の関係で、今

回一度きりの撮影の機会となります。あらかじめご了承ください。 

お知らせ 


